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　本書は科学技術社会論がご専門の江間有沙先
生による、人工知能（AI）と社会についての
優れたまとめです。この分野は科学技術が社会
にもたらす影響の分析や課題の指摘、対策を講
じる分野です。本書では AI の技術以外の要素
である制度設計や研究者・開発者の倫理、社会
のあり方、利用者の関わり方について様々な取
り組みと実践者の主張、各種団体による指針な
どを紹介しています。また、「現時点の技術で
何ができるか」という観点よりも、未来の技術
を導入した、未来の社会はどうあるべきか、ど
のようなプロセスで進んでいく（べき）か、と
いう点に焦点が当てられています。
　1960 年代に始まった第１次 AI ブームでは、
専門家の知識を人間がルールとして記述し、そ
のルールに従ってデータを処理するプログラム
が AI と呼ばれました。現在の第３次 AI ブー
ムでは多量のデータ（ビッグデータ）から確
率・統計に基づいて傾向を自動で学習する「機
械学習」が用いられます。例えば動物の写真を
大量に集め、その種類が区別できる特徴（例え
ば顔の形や体の模様）を人間が指定すること
で、AI は動物ごとの特徴の違いを（統計的に）
学習します。この結果を基に、初めて見た画像
の特徴と、過去のデータの類似性からどの動物
か予測します。深層学習（Deep learning）と
呼ばれる手法では特徴が現れる箇所も AI が自
己学習するため、人間による指定が不要です。
AI は各種装置に内蔵されたセンサーのデータ

を使った故障時期の予測や、生活習慣・活動デー
タ（スマートウォッチで計測する脈拍など）を
用いた健康リスク評価など幅広い分野で既に使
われています。多くの場合、開発者が用意した
データで学習済みの AI が装置・サービスに組
み込まれ、利用されます。しかし、データを統
計的に処理する、という特徴のため、例えばあ
る特定のグループに属する人たちのデータが学
習に用いられず、信用評価 AI に不当に低い評
価をされてお金を借りられない、といったトラ
ブルも起こりえます。また、同じデータであっ
ても AI の学習方法（アルゴリズム）が異なれ
ば、判断に用いる特徴やその重要度が異なるた
め、データとアルゴリズムの双方において不公
平・不平等が起きない仕組みが必要です。AI
は各現場のデータを追加で学習することもある
ため、利用者は学習・運用が正しく行われてい
るか常に注意を払う必要があります。また、開
発者や社会がもつ無意識のバイアスによって学
習データや使用アルゴリズムの選択がゆがめら
れ、AI に組み込まれる恐れもあります。意図
的にゆがんだデータを学習させることで AI の
判断をゆがめる「攻撃」も存在します。このよ
うな事象に対する対策は技術者だけでは無く、
データが使われる立場の利用者も巻き込んだ社
会全体での議論と合意、判断が必要です。特に、

（現時点の）AI 技術の多くはなぜそんな判断に
なったのか説明できないため、AI による判断
が本当に妥当・公平なのか、説明可能な人工知
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能（eXplainable AI: XAI）の開発が必要とさ
れています。説明可能なだけで無く、人がその
説明を受け入れる必要もあります。例えば裁判
システムが 0.1 秒で出した判決は、たとえ幅広
いデータに基づいた妥当なものであっても多
くの人間には受け入れられないと思われます。
AI が説明可能な「理由」を示すとともに、そ
の提示方法（ユーザインタフェース）の開発や
人間自体の理解も重要です。人間の心を理解す
ることで（例えばロボットペットに対して愛情
を抱くように）信頼してもらえる AI が作れる
かもしれません。AI を用いたシステムの公平
性、アカウンタビリティ、透明性についての研
究（各単語の頭文字をとって FAT と呼ばれま
す）が近年注目を集めており、単に高精度なだ
けでは無い「有益な」人工知能の開発が待たれ
ます。また、倫理的な指針やガイドラインの整
備も進んでおり、研究者や開発者が守るべき「研
究倫理」、技術の運用に関する「人工知能倫理」
に加え、倫理的な価値観を組み込んだ「倫理的
な人工知能」についての指針の整理が進みつつ
あります。倫理的な判断はトロッコ問題のよう
に人間でも難しい場合がありますが、自動運転
を行う AI には近々の課題でもあります。今後、
どんな倫理をどのように AI に組み込むか社会
全体で考える必要があります。さらに社会的な
対応としては、自分のデータが使われる範囲を
自分で決定、制御できる仕組みである情報銀行
についても指針が公開されています。
　AI が社会に与える影響としてよく話題に上
がる「機械に仕事を奪われる」についても本書
では触れています。著者は「短期的（長くても
10 年程度）には人間の仕事は奪われない、た
だし仕事のタスクが変わる」という見方を紹介
しています。我々は既に仕事の一部（タスク）
を機械に任せています。これと似たようなタス
クを AI に奪ってもらうことに抵抗を持つ人は
少なく、それ以外のタスクが仕事としては残り
ます。一方で、人と人が接する仕事における「接

客タスク」は労働者と顧客双方の尊厳や責任な
どの社会的価値と結びついているため、たと
え AI に可能であっても拒む人も多いでしょう。
機械化が受け入れられやすい部分（かつ、技術
的に機械化しやすい部分）と、人間がやること
に価値がある部分を区別しながらどんなビジネ
スモデルを組み立てるのか、経営者は考える必
要があります。また、労働者としての人間に求
められるのは、ルール化できない（機械に任せ
られない）例外的な処理への対応力と、機械に
合わせて仕事の仕方を変える適用力であると筆
者は指摘しています。
　評者は情報系の研究・教育を仕事にしており、
研究で AI の作成を日常的にしていますが、非
専門家の方に AI ができること・できないこと
を説明することの難しさを日々感じています。
今後、専門家以外の人が AI を安心して使うた
めには、自動車を取り巻く法制度や、教育体
制、技術的な点を信託できる車検制度と同じよ
うな、仕組み作りが重要であると再認識させら
れました。また、新しい技術が流行ると、組織
への導入自体が目的化することも珍しくありま
せん。特に効率化が重視されがちな昨今では当
たり前のように AI で効率化 ! という考えになっ
てしまいます。しかし、本書にも書かれている
ように、技術は利用者を幸福にするためのもの
です。AI 技術は社会に大きなインパクトを与
えることは間違いありません。AI を導入する
ことでより幸福な暮らし（と、その一部として
の働き）ができるような社会システムの構築と
そのための議論、そしてそのための社会の理解
が今後ますます重要になります。人間、文化、
制度、そして技術の複合物である社会を理解で
きたとき、手触りを感じてその存在に接するこ
とができる、理想の人工知能の姿と、その付き
合い方が見えてくるのではないでしょうか？と
ころで、付き合い方といえば、AI に法人格を
与える（AI が法的義務や人権を持つ）ことに
ついて、皆さんどう思われますか？


